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令
和
五
年
度
定
時
総
会
が
六
月
八
日

（木
）
登
戸
柏
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
多
摩
警
察
署
千
葉
生
活
安
全

課
長
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初

に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
多
摩
防
犯
協

会
末
吉
会
長
よ
り
、
「令
和
四
年
度
の
防

犯
活
動
及
び
六
十
周
年
記
念
事
業
に
対

す
る
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
よ

り
一
層
の
安
心
・安
全
の
街
に
す
る
決

意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。」
そ
の
中
で
、

六
十
周
年
記
念
事
業
記
念
品
と
し
て
ミ

ニ
パ
ト
ロ

ー
ル
カ

ー
の
新
規
購
入
、
電

動
自
転
車
や
防
犯
機
能
の
付
い
た
留
守

電
の
贈
呈
等
を
行
っ
た
こ
と
の
披
露
が

あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
永
き
に
わ
た
り
地
域
防

犯
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
、
団
体
の

方
々
に
防
犯
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

植
松
署
長
よ
り
感
謝
状
が
、
末
吉
会
長

か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
続
き
、
ご
来
賓
の
植
松
宏

文
多
摩
警
察
署
長
と
藤
井
智
弘
多
摩
区

長
の
お
二
人
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
後
、

総
会
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
栗
谷
町
会
の
井
回
雅
春

会
長
が
選
任
さ
れ
、
本
日
の
出
席
、
委

任
状
を
含
め
本
総
会
が
成
立
す
る
旨
の

報
告
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
は
、
最
初
に

「令
和
四
年
度
事

多
摩
防
犯
協
会
　
坂
本
　
顕
隆

業
報
告
」
「令
和
四
年
度
決
算
報
告

」
「監

査
報
告
」
が
行
わ
れ
、　
一
括
審
議
の
結

果
賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
「令
和
五
年
度
事
業
計
画

（案
）」
「令
和
五
年
度
予
算

（案
）」
が

上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
千
葉
生
活
安
全
課
長
か
ら

犯
罪
発
生
状
況
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、

よ
り
一
層
の
防
犯
活
動
を
進
め
る
こ
と

を
誓
い
合
っ
て
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
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催



第

三
回

地
域
網
の
目
防
犯
活
動

多
摩
防
犯
少
年
サ
ッ
カ
ー

Ｕ
１
１２
大
会
開
催

稲
目
町
会
　
森
　
一
美

一
、
活
動
内
容
の
検
討

田
　
町
会
内
の
防
犯
意
識
は
比
較
的
高

い
で
す
が
改
め
て
、
各
世
帯
が
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
様
に
注
意

喚
起
す
る
。

町
会
と
し
て
防
犯
意
識
を
高
め
、

活
動
を
利
用
・協
力
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

②
　
各
世
帯
で
来
訪
者
の
確
認
が
で
き

る
施
設
計
画
を
推
進
す
る
。

イ
ン
タ

ー
ホ
ン
で
の
確
認
を
徹
底

し
、
知
ら
な
い
人
の
訪
間
に
は
ド

ア
を
開
け
な
い
。

家
の
周
り
に
隠
れ
る
場
所
を
作
ら

な
い
、
片
づ
け
を
推
進
す
る
。

留
守
と
わ
か
る
よ
う
な
環
境
を
作

ら
な
い
。

０
　
連
絡
網
の
活
用
、各
班
で
不
審
者
、

不
審
車
両
な
ど
を
見
つ
け
た
と
き

に
、
連
絡
し
あ
え
る
環
境
づ
く
り

を
確
認
し
推
進
す
る
。

二
、
町
会
員
へ
の
周
知
徹
底

０
　
町
会
員
各
自
が
防
犯
意
識
を
高

め
、
不
審
者
や
不
審
な
車
、
ま
た
、

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
電
話
が

あ
っ
た
場
合
、
回
覧
板
、
掲
示
板

を
使
い
町
会
と
し
て
情
報
を
共
有

す
る
。

②
　
子
供
会
が
イ
ベ
ン
ト

（ハ
ロ
ウ
ィ

ン
、
芋
ほ
り
、
年
末
年
始
な
ど

）

時
に
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
同
時
に

行
う
。

０
　
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
方
に
依
頼

し
不
審
者
・
不
審
車
両
等
を
発
見

し
た
場
合
は
、
情
報
提
供
し
て
も

ら
い
、
回
覧
板
、
掲
示
板
を
使
い

町
会
と
し
て
情
報
を
共
有
す
る
。

三
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
の
実
施

ｍ
　
令
和
四
年
十
月
二
十
九
日
田
午
前

十
一
時
か
ら
十
二
時
ま
で
、
子
供

会
ハ
ロ
ウ
イ
ン
に
合
わ
せ
て
町
会
内

の
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
た
。

②
　
令
和
四
年
十
一
月
十
三
日
０
午
前

十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
、
芋
ほ
り

大
会
に
合
わ
せ
て
、
町
会
内
の
防

犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
た
。

ｎ
　
年
度
事
業
の
、
年
末
年
始
防
犯
パ

ト
ロ

ー
ル
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
。

令
和
五
年
三
月
五
日

（日
）

会
場
下
布
田
小
学
校

地
域
の
交
流
と
青
少
年
の
健
全
・
育
成

を
目
的
に
、
四
年
ぶ
り
に
会
場
は
下
布
田

小
学
校
に
も
ど
り
、
予
選
を
勝
ち
ぬ
い
た

八
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
保
護
者
の

皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
た
く
さ
ん
の
声
援

を
い
た
だ
き
、
選
手
た
ち
は
日
頃
の
成
果

を
発
揮
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
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勝
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Ｆ
Ｃ
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多
摩
防
犯
協
会
創
立
六
十
周
年

一

多
摩
防
犯
協
会
創
立
六
十
周
年
を
迎

え
令
和
五
年
二
月
十
七
日

（金
）、
登
戸

「柏
屋
」
で
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

六
十
周
年
と
言
う
節
目
の
年
で
す
の

で
、
多
く
の
関
係
者
を
お
招
き
し
て
の

開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
関
係
で
会
場
の

人
数
に
制
限

（五
十
四
名
以
内
）
が
あ

り
参
加
者
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
多
摩
防
犯
協
会
副
会
長

（音

田
輝
久

）
の
司
会
で
、
濃
沼
健
夫
副
会

長
の
「開
会
の
こ
と
ば

」
で
開
催
さ
れ
、

続
い
て
主
催
者
を
代
表
し
て
、
末
吉
会

記
念
祝
賀
会
開
催

多
摩
防
犯
協
会
副
会
長
　
土口田
　
輝
久

長
か
ら

「三
年
間
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
さ

れ
た
中
で
の
活
動
で
し
た
が
、
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
き
、
防
犯
活
動
が
円
滑
に

出
来
ま
し
た
。」
と
感
謝
の
こ
と
ば
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
「ご
来
賓
の
祝
辞
」
に
移
り
、

多
摩
防
犯
協
会
顧
間
、
多
摩
警
察
署
の

植
松
宏
文
署
長
様
、
続
い
て
同
じ
く
顧

間
の
多
摩
区
長
、
藤
井
智
弘
様
か
ら
ご

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
祝
辞
終
了
後
、
多
摩
警
察
署
へ
の

記
念
品
贈
呈
に
移
り
、
末
吉
会
長
か
ら

「電
動
自
転
車
三
台
」
と
「迷
惑
電
話
防

止
機
能
付
き
器
機
二
十
台
」
贈
呈
の
目

録
を
植
松
署
長
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

嵐轟贔艤拳鞣
` Y 蝙 ど鸞・

ま
た
六
十
周
年
を
記
念
し
て
、
新
た

に
多
摩
防
犯
協
会
使
用
「白
黒
ツ

ー
ト

ン
カ
ラ

ー
で
、
青
色
回
転
灯
付
き
ミ
ニ

パ
ト
ロ

ー
ル
カ

ー
」
を
購
入
す
る
事
が

報
告
さ
れ
、
現
在
納
車
待
ち
で
あ
る
こ

と
も
合
わ
せ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

M 響攀仁

令和 T年 T月 RP日に納車さねました。
上
記
の
、
第
一
部
の
式
典
終
了
後
、

二
部
の
懇
親
会
に
移
り
多
摩
防
犯
協
会

顧
間
の
関
口
鐘
雪
様
の
乾
杯
の
ご
発
声

に
よ
り
、
な
ご
や
か
な
歓
談
と
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
今
回
の
「創
立
六
十
周
年
記

念
祝
賀
会
開
催
」
に
当
り
左
記
の
三
つ

の
部
会
を
立
ち
上
げ
推
進
し
ま
し
た
。

①
式
典
部
会

②
記
念
誌
部
会

③
記
念
品
部
会

ま
た
②
記
念
誌
部
会

「か
が
や
く
多

摩
」
は
Ａ
４
版
十
八
ペ

ー
ジ
の
カ
ラ

ー

刷
り
で
「こ
の
十
年
間
の
主
な
出
来
事
・

犯
罪
傾
向
・会
員
数

」
ま
た
「多
摩
防

犯
協
会
の
活
動
」
等
々
、
多
彩
な
内
容

を
掲
載
致
し
ま
し
た
。
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多
摩
防
犯
協
会
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
。
春
の
人
事
異
動
で
、
生
活
安
全
課
長

と
し
て
着
任
し
ま
し
た
千
葉
と
申
し
ま

す
。多

摩
防
犯
協
会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素

か
ら
、
見
守
り
活
動
や
地
域
安
全
活
動
等

を
は
じ
め
、
多
摩
警
察
署
に
お
け
る
各
種

活
動
に
お
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
は
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
で
、
妻

と
長
男
長
女
と
四
人
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。今

ま
で
の
経
歴
で
す
が
、
県
西
生
地
区

で
の
勤
務
が
多
く
、
川
崎
市
内
で
の
勤
務

は
、
今
回
が
初
め
て
に
な
り
ま
す
。
多
摩

区
の
印
象
で
す
が
、
住
民
の
方
々
の
防
犯

意
識
が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
五
類
に
変
更
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
防
犯
講
話
や
防
犯
キ
ャ
ン
ペ

ー

ン
等
を
積
極
的
に
行
い
、
犯
罪
の
予
防
未

然
防
止
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

多
摩
防
犯
協
会
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
。
今
年
の
春
の
人
事
異
動
で
、
青
葉
警

察
署
か
ら
異
動
し
て
参
り
ま
し
た
三
輪
顕
　
②

哉
と
申
し
ま
す
。
出
身
は
神
奈
川
県
で
、

家
族
は
妻
と
息
子
二
人
の
四
人
暮
ら
し
で

す
。異

動
前
ま
で
の
多
摩
区
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
川
崎
市
藤
子
・Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ

ー

ジ
ア
ム
、
よ
み
う
リ
ラ
ン
ド
や
生
田
緑
地

等
の
観
光
名
所
が
多
い
印
象
で
し
た
が
、

一
実
際
に
勤
務
し
て
み
て
、
魅
力
的
な
場
所

が
多
く
、
休
日
を
利
用
し
て
家
族
で
遊
び

に
き
た
い
場
所
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
ん
な
魅
力
的
な
多
摩
区
の
安
全

・

安
心
を
守
っ
て
き
た
皆
様
の
防
犯
活
動
に

か
け
る
熱
量
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
多
摩
区
の
一
員
と
し
て
、
皆
様
と
供

に
、
さ
ら
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
笑
顔

が
絶
え
な
い
多
摩
区
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
活
安
全
課
長
　
千
葉
　
康
弘

令
和
五
年
六
月
末
現
在
の
多
摩
区
内
に

お
け
る
犯
罪
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
暫
定

数
値
で
す
が
、
ご
説
明
し
ま
す
。

①
　
刑
法
犯
認
知
件
数
は
約
一
・
五
倍
に

多
摩
区
内
の
本
年
六
月
末
現
在
の
刑

法
犯
の
認
知
件
数
は
四
二
六
件
で
、
前

年
同
期
比
十
一
三
三
件
、
十
四
五
・四
％

と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

自
転
車
盗
が
約
二
倍
発
生

多
摩
区
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数
を
押

し
上
げ
て
い
る
の
が
、
自
転
車
盗
に
な

り
ま
す
。

自
転
車
盗
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月

末
現
在
で
、
一
六
八
件
認
知
し
て
お
り
、

前
年
同
期
比
＋
八
一件
、
十
九
三
二
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
盗
の
増
加
は
、
多
摩
区
内
だ

け
で
な
く
川
崎
市
内
の
す
べ
て
の
区
に

お
い
て
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

多
摩
区
内
の
自
転
車
盗
の
被
害
状
況

に
つ
い
て
は
、
約
六
割
が
無
施
錠
、
約

四
割
が
施
錠
し
た
状
態
で
被
害
に
遭
わ

れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
駐
輪
す
る
際
は
、
必
ず
鍵

を
掛
け
る
と
と
も
に
、
ワ
イ
ヤ

ー
錠
な

ど
を
用
い
て
、
複
数
ロ
ツ
ク
に
す
る
こ

と
で
、
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
の
注
意
換
気
を
お
願

い
し
ま
す
。

生活安全課? 課長

千葉?康弘
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生活安全課? 防犯係

三輪? 顕哉
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私たちはダマされません Y

多摩防犯協会 × 多 署「 丁

医療費・保険料の還付手続きは絶対に s̀lで はできません @ @
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